
 

 

 

山口大学の学生協働(Library Assistant)は 

学生目線で総合図書館をよりよくするために 

2006 年に発足し、今年で 13 年目を迎える図書館の学生団体です。 

（以下 LA） 

そんな LA メンバーから総合図書館を利用するみなさんへ、 

私たちの活動・図書館情報をお届けするのが、 

このぴーすけ通信。 

LAのひとこと 

学生協働の“今”を随時配信中！ 

      ブログはこちらから ⇒ 
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発行：総合図書館学生協働 広報WG メンバー  

 私が学生協働に参加したのは 2 年生になってからです。学生協働の 

存在を知ったのがかなり遅く、「もっと早く知っておけば…！」と 

すごく後悔しました。日々情報を集めるように心がけたいです。 

 学生協働の魅力は、より良い図書館のための活動だけでなく、学生が

中心となって学習会やプレゼンを行うことで互いを高め合えることだと 

感じます。知識を共有し、その幅を広げることは、個人の成長と図書館 

サービスの向上に繋がると思います。3 年生になって残り時間も少なく 

なってきましたが、今後も活動を楽しみながらいろいろな力を伸ばし 

続けていきたいです。 

人文学部人文学科 3 年 佐藤珠美 

【オススメ本】 

『変身』 
フランツ・カフカ著 高本研一、飯吉光夫訳 

 ある朝、グレゴール・ザムザはベッドの上で、自分が巨大な毒虫になって 

いるのを発見した、という作品です。これを元に村上春樹が『恋するザムザ』

という作品を書いています。あわせて読んでみると面白いと思います。 

配架場所：総 2F 図書 

請求記号：948/D83 



 
  総合図書館学生協働  新メンバー紹介 

6月  七夕祭 

8月  オープンキャンパス 

9月  第 9回大学図書館 

学生協働交流シンポジウム in島根大学 

11月 姫山祭 

 

学生協働は他にも様々な活動を予定しています。 

活動報告をブログで行っています。更新をお楽しみに‼ 

 

高校での図書委員活動が楽しかったので、大学でも 

続けたいと思い学生協働に参加させて頂きました。 

活動の中で古文書などの貴重な資料にも関わって 

みたいと思っています。学生協働の活動を通して 

経験できることから、学べるものをとことん吸収したい 

です。よろしくお願いします！ 
清野 

石丸 

 

僕が学生協働に入ろうと思ったのは、昔から図書館の 

静かな雰囲気が好きで、いつかこういう仕事に触れて 

みたいと思っていたからです。まだ明確にやりたい事は

決まっていませんが、この活動を通して様々な人と 

関わる中で人として成長し社会人に少しでも近づけたら

と思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

自分が学生協働に入った理由は、小さいころ 

から本が大好きだからです。まだ研修が 

始まった段階で分からないことばかりですが 

活動を精一杯頑張りたいと思っていますので 

どうぞよろしくお願いします。 

近藤 

越地 

 

以前から総合図書館を利用させていただき 

居心地の良さからかいつか自分も運営に携わりたい 

と思っていました。カウンター業務やご意見箱等を 

通じて学生協働の立場から、利用者さんの貴重な 

意見を知り、皆様と共により良い図書館づくりに 

励みたいです。どうぞよろしくお願いいたします。 

WG紹介：忘れ物防止 WG編 

忘れ物防止 WG とは、試験期間中に特に多くなる 

忘れ物を減らすための活動です。 

具体的には、忘れ物をしていないか注意を呼びかけるような 

掲示物を作成し、特に忘れ物が多い場所に掲示しています。 

今後は、今までの活動の結果から、より忘れ物を減らすためには 

どうすれば良いのかを検討しながら内容を充実させていく 

予定です。 乞うご期待！！ 

 

 

ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 

 


